
 

書式第１２号 事業報告書（法第２８条関係）  

 

2020年度  事 業 報 告 書 
 

2020年4月1日から 2021年3月31日まで 

特定非営利活動法人アジアの誇り・プレアビヒア日本協会 
 
１、事業の成果 

ユネスコによる世界文化遺産プレアビヒア寺院の維持保全にかかわる活動は、世界遺産指定（２００８

年７月）から１０カ年を経過し、アメリカが賛同の補修に取り組むことを表明するなど、関係各国の積極

的な協力活動が開始されてきました。当協会も２００９年８月の設立以来、カンボジア政府と協力し世界

文化遺産地域の住民生活の確立と維持に向けた活動を継続してきておりますが、本年度は現地エコビレッ

ジ地区も幹線道路の拡張が行われ、送電線が配備され、一気に近代化に向かった変化が押し寄せる状況と

なってまいりました。 

本年度の現地活動で特筆すべき事は、日本政府外務省日本NGO連携無償資金協力事業に採択され、「プレ

アビヒア・エコビレッジ地区農業強化の溜池建設事業」が開始され乾期灌漑用の大規模溜池の整備、乾季

農業用水の給水と農業栽培の試験の実施、さらにこれまでに継続してエコパーク、および近隣を含む地域

の緑化推進などが実施されたことにある。しかしながら、世界中で蔓延した新型感染症（COVID-19）の影

響により現地入りもかなわず、事業実施には多くの困難が伴った。 

以下、具体的な活動状況を報告する。 

 

（１）植樹活動 

 今年度は、とよた自動車株式会社の助成による植樹活動が、エコパーク及び近隣地区の整備にあわせて、

将来の地域環境確保を目指し、果樹、花木、森林木を組み合わせ、約４ｈａの区域で推進した。特にエコ

パークのＮ連事業による溜池建設地では、溜池の周囲を結ぶ道路沿いに、花木を植樹し、将来の並木道の

形成を期待する景観が完成した。さらに周辺では村民と共に、植樹活動を実施し、活着を促すために井戸

を掘削し、苗木に配水できる仕組みも構築した。溜池からの給水は近隣農家に、また、植樹地区の給水・

配水設備は樹木のみならず、将来計画される公園区域の水源として利用され、農業を生活の基盤としてき

た地域住民の生活向上にも大きく寄与できるようになった。 

（２）農村支援活動 

 日本政府外務省日本NGO連携無償資金協力事業に採択された「プレアビヒア・エコビレッジ地区農業強

化の溜池建設事業」は、エコパーク区域（１２㏊の土地）に、３基の溜池（総貯水量18,000m3）が建設さ

れ、各溜池から近隣農家の耕作地に給水用ビニールパイプが敷設され、乾季の野菜栽培が試験された。オー

ガニック農業を試行し、２１世帯の農家が参加し、安定した農業展開の見通しができつつある。当協会は

地域住民（農民）の自立を目指し、新規開拓地域が豊かに暮らせるような農村支援活動を推進している。

今後継続した農民との協力、さらにはＪＩＣＡ草の根事業による農業技術の導入を目指したＪＩＣＡとの

協議も続けており、本格的な活動の基礎を確保するに至った。 

（３）会員増強活動（含むホームページ刷新） 

会員増強活動と同時に当協会のイメージアップを目的として、ＨＰなどでの情報発信を積極的に実

施。ＨＰには会員各位の交流や、協会の情報開示が行えるよう工夫を加えるとともに、現地の状況を

会員のみならず社会一般にも紹介できるようなコーナーを設け、好評を博している。さらに、協会活

動を会員をはじめ、広く一般にも伝達できるように、広報誌「プレアビヒア」№３号を発行し、現地

の活動を一般にも報告するに至った。 

（４）会員による現地訪問と学校支援 
 協会会員が企画して、エコパーク及び学校を訪問して、現地の子供たちとの交流を計画したが、20
20年3月以降のCOVID-19の広がりにより、カンボジア入国が制限され、結局、NGO連携事業による現地
駐在員の駐在以外、協会員の渡航が困難となり、実質的な活動が制限されることとなった。 
 
 
 

 



 

   
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業 

事業名 事 業 内 容 
実 施

 
日 時

実 施 
 

場 所 

従事者 
の 

人 数 

受益対象者 
の範囲及び 

人 数 

支出額 
（千円）

アジア地域の
遺跡周辺自然
環境保全、 
修復事業 

遺跡周辺整備 
（遺跡周辺道路の美化活
動) 

2020年
8月 

2021年
2月 

カンボジア国プ
レアビヒア遺跡
周辺、エコビレッ
ジ地区 

50人 

住民 
5,000人、観
光客100,000
人/年 

47 

環境保全地域と開発推進
地域に関する研究と協議 
（コンセプト作成、提案協
議、現地調査） 

年間 

カンボジア国プ
レアビヒア・エコ
村、東京法人事務
所 

20人 

住民 
5,000人、観
光客100,000
人/年 

47 

植林､植樹､
苗 木 の 育 成
お よ び 事 前
調査事業 

植林 
（エコパークを中心とし
た植林） 

年間 

カンボジア国プ
レアビヒアエコ
村地区、東京法人
事務所 

50人 住民 
5,000人  2,091 

地域住民の生
活向上と自立
のための人材
教育、職能訓
練、農業支援
事業 

農村支援, 
オーガニック農業技術支援
事業計画実施の基礎調査実
施に向けた地域住民との協
議実施 

年間 

カンボジア国プ
レアビヒアエコ
村地区、東京法人
事務所 

80人 住民 
5,000人 

 
8,938 

遺跡並びに周
辺地域の観光
資源開発支援
事業 
 

観光事業コンセプト作成、
提案、協議 
中長期の事業計画の作成
準備 

年間 

カンボジア国プ
レアビヒアエコ
村地区、東京法人
事務所 

10人 

住民 
5,000人、 
観光客100,0
00人/年 

435 

子どもたちの
ための教育支
援事業 

協会員による教育支援活
動（文化遺産・環境保全・
スポーツ交流教育） 

年間
カンボジア国プ
レアビヒア地区
小学校 

20人 子どもたち 
200人 

 
638 

 

日 本 の Ｎ Ｇ
Ｏ と 海 外 Ｎ
Ｇ Ｏ と の 連
絡 調 整 お よ
び 交 流 支 援
事業 

・日本及び海外他NGOとの
ネットワーク作り 年間 

カンボジア国プ
レアビヒア遺跡
周辺 

10人 

NGO関係者2
0人 

カンボジア青
年 

    
  
 
 
 

0 



 

遺 跡 全 般 に
係 る 広 報 事
業 

広報活動 
ホームページ更新 
会報誌企画 
 

年間 

カンボジア国プ
レアビヒア遺跡
周辺、東京法人事
務所、 

20人 関心ある一般
市民1,000人

 
 

505 
 

 

 
 （２）その他の事業 

 

事業名 事  業  内  容 
実 施

 
日 時

実 施 
 

場 所 

従事者 
の 

人 数 

支出額 
（千円） 

物品販売事業 なし なし なし なし 0 

機関紙等への
広告掲載事業 なし なし なし なし 0 

 

 
 


